
授 業 計 画 

 

科目名 

『診療報酬請求事務』 前期 

講師名 

川筋 勉 

実務経験  有 

対象学科名 

 

医療秘書学科  １ 年 

授業の方法 

 

講義 

＜ 講 義 日 ＞ 

月曜日 １限目・２限目 

水曜日 ３限目 

 ＜ 時 間 数 ＞ 

４５時間 

[ 授業の内容 ］（学習全体の内容）＊授業の全体像 

医療機関において算定される医療行為をもとに点数表を基にどのように算定し

ていくのか、保険の流れと共に知識を学ぶ。また投薬や注射等の算定や算定に

伴う加算の算定を理解していく。 

 

 

 

[ 到達目標 ] （どこまでのレベルまでを目標としているか） 

①診療行為を分野別に分けてそれぞれの算定の仕方を勉強する。 

②時間外等の加算や乳幼児等の加算、診療行為における加算などを学ぶ。 

③外来のカルテ例を基に実際に算定する。 

④レセプトの書き方など、視覚的に覚えるとともに書いて覚える事を基本とし

ていく。 

⑤算定練習に重きを置き、臨機応変に算定出来るようにする。 

 

[ 検 証 ]（学生の理解度を確認する方法）例）小テストの実施など。 

①その都度、疑問点を確認し解決する方法を取る。 

②作成したレセプトを回収し、添削する方法を取って理解度を確認する。 

 

 

[使用テキスト・参考文献] 

医科点数表（社会保険研究所） 

薬価表（社会保険研究所） 

レセプト作成テキストブック 

（社会保険研究所） 

[成績評価の方法・基準] 

算定の分野別の理解度確認のため、そ

れぞれの算定と〇×式の問題を取り入

れ、場合によっては選択式、レセプト

の作成を成績評価の方法とする。 

 

＊評価基準は評価記入用紙による。 



 

 

 

回数 授  業  内  容 

1 保険の仕組みと流れについて 

2 基本診療料として診察の流れ 

3 窓口負担額の計算について 

4 保険証の保険番号の構成について（検証番号の求め方含む） 

5 初診・再診・外来管理加算の意味について 

6 初診・再診・外来管理加算の算定練習 

7 初診・再診・外来管理加算の算定練習 

8 初診・再診・外来管理加算の算定練習 

9 時間外・休日・深夜加算について（算定練習含む） 

10 乳幼児の加算について（初診・再診） 

11 基本診療料の算定練習 

12 特定疾患療養管理料について 

13 初再診と特定疾患療養管理の算定練習 

14 初再診と特定疾患療養管理の算定練習（ﾚｾﾌﾟﾄ記載例含む） 

15 内用薬についての説明と算定方法 

 

 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

16 内用薬の算定練習 

17 内用薬の算定練習（レセプト記載例含む） 

18 頓服薬の意味と算定について 

19 内服薬・頓服薬の調剤料と処方料について（調基含む） 

20 外用薬の意味と算定について 

21 外用薬の算定練習 

22 外用薬の調剤料と処方料について（調基含む） 

23 投薬料（内用薬・外用薬）の算定練習 

24 麻薬・向精神薬等の加算と薬剤情報提供料について 

25 特定疾患処方管理料について 

26 投薬料と加算の算定練習 

27 投薬料と加算の算定練習 

28 筋肉注射の意味と算定について（略称含む） 

29 静脈注射の意味と算定について（略称含む） 

30 筋肉・静脈注射の算定練習（ﾚｾﾌﾟﾄ記載例含む） 

 

 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

31 点滴の意味と算定について（略称含む） 

32 点滴の算定練習（ﾚｾﾌﾟﾄ記載例含む） 

33 注射料算定練習（ﾚｾﾌﾟﾄ記載例含む） 

34 基本診療料から注射までのカルテ例の算定 

35 基本診療料から注射までのカルテ例の算定 

36 基本診療料から注射までのカルテ例の算定 

37 検体検査の尿検査について（定性・半定量・定量等意味含む） 

38 検体検査の血液学的検査について（採血料・判断料含む） 

39 尿・血液学的検査の算定練習及びレセプト記載練習 

40 検体検査の生化学的検査について 

41 免疫学的・微生物学的検査について 

42 検体検査料（尿・血液等）の算定練習 

43 検体検査における検査料の加算や算定上の注意点について 

44 基本診療料から検体検査料までの算定練習 

45 前期定期試験 

 

 

 



授 業 計 画 

 

科目名 

『診療報酬請求事務』 後期 

講師名 

川筋 勉 

実務経験  有  

対象学科名 

 

医療秘書学科  １ 年 

授業の方法 

 

講義 

＜ 講 義 日 ＞ 

月曜日 １限目・２限目 

水曜日 ３限目 

 ＜ 時 間 数 ＞ 

４５時間 

[ 授業の内容 ］（学習全体の内容）＊授業の全体像 

前期で学んだ算定をもとに検査から画像診断、処置、手術と算定の範囲を広げ

外来における医療行為を点数表並びに薬価表を基にどのように算定していくの

か理解を深める。 

 

[ 到達目標 ] （どこまでのレベルまでを目標としているか） 

①診療行為を分野別に分けてそれぞれの算定の仕方を勉強する。 

②処置や手術等時間外等の加算や乳幼児等の加算、診療行為における加算など

を学ぶ。 

③外来（総合的な診療内容）のカルテ例を基に実際に算定する。 

④レセプトの書き方など、視覚的に覚えるとともに書いて覚える事を基本とし

ていく。 

⑤算定練習に重きを置き、臨機応変に算定出来るようにする。 

⑥医療秘書技能検定の合格を目標とする。 

[ 検 証 ]（学生の理解度を確認する方法）例）小テストの実施など。 

①その都度、疑問点を確認し解決する方法を取る。 

②作成したレセプトを回収し、添削する方法を取って理解度を確認する。 

 

[使用テキスト・参考文献] 

医科点数表（社会保険研究所） 

薬価表（社会保険研究所） 

レセプト作成テキストブック 

（社会保険研究所） 

[成績評価の方法・基準] 

算定の分野別の理解度確認のため、そ

れぞれの算定と〇×式の問題を取り入

れ、場合によっては選択式、レセプト

の作成を成績評価の方法とする。 

＊評価基準は評価記入用紙による。 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

1 生体検査の呼吸循環機能検査について 

2 生体検査の呼吸循環機能検査について（減算算定含む） 

3 生体検査の内視鏡検査について 

4 生体検査の超音波・脳波検査について 

5 眼科学的検査・負荷試験等の検査について 

6 生体検査（全般）の算定練習 

7 基本診療料から生体検査までの算定練習 

8 基本診療料から生体検査までの算定練習 

9 画像診断の単純撮影について 

10 画像診断の特殊撮影について 

11 画像診断の造影剤使用撮影について 

12 CT・MRIの算定について 

13 画像診断の各加算について 

14 処置料の算定について（加算含む） 

15 手術料の算定について（加算含む） 

 

 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

16 手術料（処置含む）の算定練習 

17 検定対策 

18 検定対策 

19 検定対策 

20 検定対策 

21 検定対策 

22 検定対策 

23 検定対策 

24 検定対策 

25 検定対策 

26 基本診療料から画像診断までの算定 

27 特定薬剤治療管理料について 

28 悪性腫瘍特異物質治療管理料について 

29 基本診療料から画像診断までの算定 

30 基本診療料から画像診断までの算定 

 

 

 



 

 

回数 授  業  内  容 

31 基本診療料から画像診断までの算定 

32 基本診療料から画像診断までの算定 

33 手術料の時間外等の加算と乳幼児加算 

34 基本診療料から画像診断までの算定 

35 基本診療料から画像診断までの算定 

36 酸素料の算定について 

37 ギプス料の算定について 

38 酸素料とギプス料の算定練習 

39 基本診療料から画像診断までの算定 

40 基本診療料から画像診断までの算定 

41 基本診療料から画像診断までの算定 

42 基本診療料から画像診断までの算定 

43 乳幼児の撮影と薬剤管理指導料について 

44 往診料の算定について 

45 後期定期試験 

 

商業実務課程 

 


